
伊予中学校 熟議 開催報告 
 

令和 7年 2月 19日(水)16：00～17：30 

伊予中学校 2階 第１多目的室 

参加者 15名  内訳 地域参加 10（うち公民館職員 2）、教員 2、講師 1、市職員 2 

 

 

 

⑴ 参加者自己紹介 

⑵ 学校関係者評価結果の説明、意見交換 

⑶ コミスクと熟議の説明 

⑷ 熟議 

⑸ 全体共有 

 

 学校関係者評価結果の説明、意見交換  
教頭先生から学校評価結果の説明があり、参加者 

が中学校の状況、教育課題を共有した。 

①生徒が地域の担い手としての成長 

②南伊予らしさを教育へ反映することが重要 

③伊予中「私たちの信条」を基本とした教育活動 

④地域と情報を密にした安全対策 

⑤リサイクル運動等の既存活動のブラッシュアップ 

 

 酒井講師からのコミスク説明  
酒井講師からコミスクの制度を紹介した。 

！ポイント 

・学校運営協議会は学校の運営方針を話し合う。 

・これまでは地域の意見を聞いて学校が頑張ってきた。 

  →今後は、学校も地域もみんなで取り組む。 

 

 熟議（約 30分）  
校長からコミスクへ期待することの説明。 

・職場体験学習の受入先企業を一緒に探したい。 

地域の仕事を知ってほしいし、地域の魅力を伝え 

たい。 

 

教員を含む３グループで討議が行われた。学校から 

テーマ「キャリア教育で育む地域の力」が示され、具 

体的な話し合いをすることができた。参加者が笑顔 

で話し合い、４月の学校運営協議会設置に向けて 

ワクワクを共有することができた。 

伊予中学校で学校運営協議会事前研修会として熟議を開催した。 


